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（第３号様式）

会 議 要 旨

会議名 令和 6年度 第 3回館山市下水道事業審議会

開催日 令和 6年 8月 7日（水）

開催場所 鏡ケ浦クリーンセンター ２階会議室 午前 10時～11時 30分

出席者

委員（13名） ※敬称略、委員名簿順

松坂 誠一 米澤 徹 小林 正幸 伏原 由美 八巻 侃

小滝 仁  滝口 惠子 髙橋 和子 角田 吉夫 前田 尚志

伏居 丈夫 長谷川 秀徳 鈴木 正一

講師（１名）※敬称略

遠藤 誠作（総務省・経営財務マネジメント強化事業アドバイザー）

事務局（９名）

館山市長、建設環境部長 都市計画課長 下水道室長

下水道管理係長、下水道施設整備係長、他下水道室職員 3名

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理

由

傍聴者 １名

会議概要・結果等 １.市長挨拶

２.遠藤アドバイザーの講義

【講義内容】

・館山市の下水道施設整備の概要

・使用料改定について

【質疑・意見】

①一般会計からの繰入はどのくらいの割合であれば適正であるか。

・遠藤先生）非常に難しい質問である。毎年度当初に国から繰出基準

が示されるが、基準額を算定させるのみで面倒を見てく

れるとは一言も書いていない。館山市の現状から見れば

折半くらいまでには持っていきたいところである。

②仮に下水道事業を廃止して浄化槽に転換する場合に国からの援

助はあるのか。

・遠藤先生）ない。下水道事業は水道事業とは異なり市町村の責任で

運営するためである。他市の事例だと 1軒当たり 200万

円程度を公費で賄って浄化槽に転換し、その後の管理を

個人としたものがある。そもそも、（インフラの）サー

ビス事業を行うことは重大な責任を伴う。下水道を廃止

して浄化槽に市が主導して転換することは相当な困難

を要すると考える。
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４.下水道使用料の改定について

【事務局からの説明】

・前回の質問について補足説明

・前回に引き続き平均改定率 28％・累進度 1.8倍を事務局案として

提示した後、平均改定率 50％・累進度 1.8倍と平均改定率 28％・

累進度 2.4倍の 2つのパターンについて解説。

【質疑・意見】

①累進度 1.8倍と 2.4倍では総収入はどのくらい異なるか。

・事務局）どちらも同じである。2.4 倍では 1.8 倍時と比較して水量

が少ない区分は負担が軽くなり、その分だけ水量の多い区

分に負担がかかってくる。

②平均改定率 28％では浄化槽世帯とのバランスや今後の経費増加

に対応できないだろう。であれば、もう少し平均改定率を上げる

べきではないのか。

・事務局）今回の改定の目的は大きく 2つあり、「①財政基盤の確保」

「②浄化槽世帯とのバランスをとるため」である。この内、

「②浄化槽世帯とのバランスをとるため」には下水道財政

への理解・周知も大きな要素の 1つと考えている。今回の

改定後の検証も踏まえながら、次回の改定検討時期である

5 年後に説明がしやすいように検討をしていくという形で

考えている。

③平均改定率 28％で上げた場合、一般財源（からの繰入）はどの

くらい減るか。

・事務局）収入が約 2,500万円増えるので、約 2,500万円減ることに

なる。

④人口減少は予測しているのか。

・事務局）経営戦略時に推計している。

⑤人口減や先ほどの質問（②）の要因によって今回 28％改定した

としても効果が薄いのではないか。これをどのようにして市民に

納得させるのかが疑問である。

・事務局）その点を踏まえて周知を進めていきたいと考えている。

⑥平均改定率 28％はあくまで結果でその数字だけ言われても住民

は理解できないだろう。説明の仕方は検討してもらいたい。

・事務局）検討する。

⑦経営戦略のシミュレーションを用いて丁寧な説明をするのはど

うか。

・事務局）承知した。
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【全体像の決定】

・下水道使用料について平均改定率 28％及び累進度 1.8倍の改定が

妥当と判断させる方は挙手をお願いしたい。

→賛成多数で妥当と判断。

【答申内容について】

・今回の下水道使用料の改定は非常に重い決定であることを受け、

事務局の答申案を配布し、意見等を求めた。同時に意見書を配布

し、8月 27日（火）まで意見等を求めることとした。

【質疑】

⑧答申案の 5-3使用料体系案は空欄であるがこれは何が入るのか。

・事務局）資料「下水道使用料の改定について③」の p13 の 50％の

部分を除いた数値が入る。

⑨町内代表として来ているので持ち帰って町内の意見を求めた後、

意見書に書いてもよいか。

・事務局）もちろん可能である。ただし、これまでの審議内容を説明

し、熟知してもらった上でご意見いただきたいと思う。

⑩（⑨に続き）3地区の代表として来ているが、他の 2地区へ資料

等を回覧とかで回した方が良いか。

・事務局）使用料改定は審議中であり、市民の方へのお知らせはして

いない段階であるので資料のみの回覧は差し控えてほし

い。


